
新

年

を

迎
え
、
国

土
交
通
省

管
理
職
ユ

ニ
オ
ン
を

代
表
し
て

一
言
ご
挨

拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

日
々
の
業
務
が
忙
し
い
中
、

「
国
土
交
通
省
重
点
施
策
２

０
１
５
」
を
じ
っ
く
り
見
ら

れ
た
職
員
の
方
々
は
数
少
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
冒
頭
の

紹
介
文
で
、
「
現
在
我
が
国

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
加
速
、
防
災
・
減
災
等

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

我
が
国
の
主
権
と
領
土
・
領

海
の
堅
守
、
人
口
急
減
・
超

高
齢
化
の
下
で
の
地
域
活
性

化
や
、
重
要
な
成
長
戦
略
で

あ
る
観
光
立
国
の
推
進
・
国

際
競
争
力
強
化
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ

の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
。
」
「
こ

れ
ら
の
大
き
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
国
民
生
活

に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
を
所

掌
し
、
全
国
に
多
数
の
地
方

支
分
部
局
を
持
つ
な
ど
、
現

場
に
強
い
国
土
交
通
省
が
、

そ
の
施
策
と
組
織
を
総
動
員

す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
現
場
に

強
い
国
土
交
通
省
な
の
で
し

ょ
う
か
？
施
策
と
組
織
を
総

動
員
で
き
る
状
況
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
で
、
８

地
整
・
国
土
地
理
院
の
平
成

２
６
年
７
月
現
在
、
行
（
一
）

職
員
年
齢
別
人
員
分
布
表
を

作
成
し
ま
し
た
。
【
下
表
参

照
】こ

の
表
を
見
る
と
、
３
０

代
の
職
員
は
２
１
％
、
２
０

代
に
至
っ
て
は
わ
ず
か
６
％

で
、
全
て
の
年
代
の
平
均
人

員
４
３
３
名
を
２
０
代
か
ら

３
０
代
は
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て

組
織
の
体
を
な
し
て
い
な
い

と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

こ
の
こ
と
は
様
々
な
形
の

歪
み
と
し
て
職
場
に
現
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①

全
国
の
事
務
所
・
出
張
所
係

長
の
３
０
０
以
上
の
空
き
ポ

ス
ト
が
発
生
し
組
織
の
空
洞

化
が
着
実
に
進
行
し
て
い
ま

す
。
②
た
び
重
な
る
定
員
削

減
で
業
務
の
切
り
売
り
の
加

速
化
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

き
て
い
ま
す
。
③
そ
の
結
果

職
員
の
技
術
力
が
年
々
低
下

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
コ
ン

サ
ル
あ
る
い
は
発
注
者
支
援

業
務
頼
み
と
い
う
状
況
が
職

場
に
顕
著
に
現
れ
て
き
て
い

ま
す
。
④
こ
う
し
た
人
員
不

足
対
策
と
し
て
本
省
・
局
主

導
の
災
害
時
等
の
広
域
対
応

・
集
中
化
や
業
務
の
ブ
ロ
ッ

ク
化
も
急
速
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
⑤
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
職
場
の
多
く
の
職
員

が
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

限
界
に
き
て
お
り
、
自
殺
・

病
欠
者
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
⑥
最
後
は
、
パ
ワ

ハ
ラ
問
題
で
す
。
九
州
地
整

・
近
畿
地
整
・
北
陸
地
整
等

で
表
面
化
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
職
場
状
況
の
一

方
で
、
鬼
怒
川
大
水
害
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
異
常
気
象
に

よ
る
過
去
に
例
を
見
な
い
大

規
模
災
害
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。

多
く
の
国
民
や
地
方
自
治

体
は
国
土
交
通
省
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地

方
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
そ
の

傾
向
が
強
い
状
況
で
す
。
そ

の
事
は
地
域
主
権
改
革
に
対

し
て
九
州
の
半
数
以
上
の
自

治
体
が
反
対
の
意
見
書
を
提

出
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で

す
。国

民
あ
る
い
は
地
方
自
治

体
は
、
国
土
交
通
省
が
国
民

の
安
心･

安
全
を
守
る
た
め
に

常
日
頃
か
ら
社
会
資
本
整
備

の
先
頭
に
立
ち
、
災
害
時
に

は
、
消
防･

自
衛
隊
・
地
方
自

治
体
に
、
有
効
な
情
報
提
供

と
現
地
協
力
、
そ
し
て
、
災

害
復
旧
の
迅
速
な
対
応
を
切

望
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
組
織
体
制
の
強
化
と

人
員
の
確
保･

技
術
力
の
継
承

を
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
さ

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
が
そ
う
し
た

姿
勢
に
立
つ
の
か
、
そ
れ
と

も
本
省
と
地
方
整
備
局
、
そ

し
て
中
心
と
な
る
主
要
事
務

所
の
み
残
し
、
組
織
を
統
廃

合
し
、
行
政
官
庁
へ
と
転
身

し
て
い
く
の
か
大
き
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

は
、
昨
年
１
０
月
１
７
～
１

８
日
に
全
国
活
動
者
会
議
を

開
催
し
、
職
場
の
実
態
を
報

告
し
合
う
中
で
、｢

こ
れ
以
上

は
組
織
と
人
員
の
切
り
売
り

は
限
界
だ
！
！｣

｢

今
な
ら
間

に
合
う
防
災
官
庁
存
続
！
！｣

の
議
論
を
大
い
に
し
、
今
年

の
大
会
ま
で
に
増
員
政
策
と

そ
の
要
求
実
現
に
向
け
た
具

体
的
運
動
を
提
起
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
運

動
へ
の
職
場
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

年
の
干
支
は
「
申
」
で
す
。

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
「
三
猿

（
さ
ん
え
ん
）
」
で
は
な
く
、

①
国
家
公
務
員
や
国
土
交
通

省
を
巡
る
情
勢
を
よ
く
見
て

②
職
場
の
管
理
職
員
の
悩
み

や
要
求
を
よ
く
聞
き
③
そ
の

結
果
を
政
策
化
し
国
土
交
通

省
当
局
に
も
の
申
し
要
求
実

現
を
迫
る
た
め
こ
の
一
年
間

本
部
役
員
一
丸
と
な
っ
て
奮

闘
し
ま
す
の
で
、
各
職
場
か

ら
の
応
援
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

管
理
職
員
の
皆
さ
ん
！
！

ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
職
場
の

要
求
実
現
に
向
け
て
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！
！

国
土
交
通
省
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン

中
央
執
行
委
員
長

神
野

隆
司
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本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

国土交通省に働く仲間の皆さん！！
新年明けましておめでとうございます。

組織体制の強化と人員の確保を
今
な
ら
間
に
合
う

防
災
官
庁
存
続
！
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国
交
省
は
、
２
０
１
６
年

度
予
算
編
成
を
行
う
に
当
た

っ
て
、
次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン

ト
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

○

公
共
事
業
関
係
費
を
前
年

度
同
水
準
と
し
つ
つ
、
局

地
的
豪
雨
等
を
踏
ま
え
た

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
、

既
存
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
の
計
画
的
な
推
進
、

民
間
投
資
の
誘
発
や
経
済

活
性
化
に
つ
な
が
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
へ
の
重
点
化
等

を
推
進
。

○

尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
等
に

お
け
る
対
応
能
力
を
強
化

す
る
た
め
の
戦
略
的
海
上

保
安
体
制
の
構
築
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
着
実
な
推
進
な
ど
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
各
種

の
課
題
に
も
適
切
に
対
応
。

○

ま
た
、
訪
日
外
国
人
の
急

増
に
よ
り
２
０
０
０
万
人

の
目
標
達
成
が
視
野
に
入

る
中
、
次
の
時
代
の
新
た

な
目
標
に
向
け
て
、
受
入

環
境
整
備
や
地
方
へ
の
誘

客
を
加
速
し
、
訪
日
外
国

人
数
の
更
な
る
増
加
を
図

る
た
め
、
観
光
庁
予
算
を

大
幅
に
充
実
。

具
体
的
に
は
、
国
交
省
関

係
の
公
共
事
業
費
は
、
昨
年

並
み
の
５
１
，
７
８
７
億
円

と
金
額
で
２
０
億
円
、
伸
び

率
で
は
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
と
な
っ
た
、
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て
は
、

「
国
の
直
轄
管
理
す
る
道
路

や
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
き
、

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
適

切
な
維
持
管
理
を
行
い
、
中

長
期
的
な
維
持
管
理
・
更
新

に
係
る
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平

準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
約
１
０
年
間
で
直
轄
国
道

に
お
け
る
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル

の
要
修
繕
箇
所
の
解
消
を
目

指
す
等
、
計
画
的
・
効
率
的

な
老
朽
化
対
策
を
推
進｣

す
る

と
し
て
、

【
道
路
の
老
朽
化
対
策
な
ど

の
戦
略
的
維
持
管
理
】

２
，
９
６
５
億
円
→

３
，
２

０
２
億
円

（
＋

２
３
８
億

円
、
＋

８
．
０
％
）

【
河
川
管
理
施
設
等
の
戦
略

的
維
持
管
理
・
更
新
の
充
実

・
強
化
】

１
，
７
９
２
億
円
→

１
，
８

５
９
億
円

（
＋

６
７
億
円
、

＋

３
．
７
％
）

の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一
方
、
予
算
定
員
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
２
３
９
名
を

上
回
る
２
４
２
名
の
削
減
数

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
オ

ン
は｢

昨
年
並
み
の
増
員
要
求

で
は
、
増
員
ど
こ
ろ
か
定
削

数
の
減
に
も
つ
な
が
ら
な
い｣

と
し
て
、
当
局
に
指
摘
を
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
指
摘
ど
お
り
の
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
定
削

数
２
３
９
名
を
上
回
る
定
削

が
地
整
で
行
わ
れ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
来
年
の
地
整
の

定
削
数
は
今
年
度
同
様
２
０

０
名
を
超
え
る
定
削
が
押
し

つ
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

各
地
整
の
実
態
は
、
こ
れ

以
上
職
員
は
減
ら
せ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
職
場
の
切

実
な｢

増
員
を｣

の
声
に
当
局

は
、
誠
実
に
対
応
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
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２０１６年度予算定員は２４２名の減

国交省全体の定削数の大半を地整で負担！

国交省公共事業費関係予算原案

昨年並みの51,787億円
2016年度政府予算閣議決定

１
２
月
２
４
日
、
２
０
１
６
年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
交
省
の
公
共
事
業

関
係
予
算
は
、
昨
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
直
轄
の
道
路
や
河
川
管
理
施
設
の
維

持
管
理
費
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
相
も
変
わ
ら
ず
大
規
模
事
業
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
定
員
に
つ
い
て
は
，
ユ
ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
２
５
６
号
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
昨
年
を

上
回
る
定
削
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成２７年度 平成２８年度 増減額 増減率％
59,711 59,737 26 0
9,902 9,028 ▲８７４ ▲８．８
57,887 57,767 ▲１２０ ▲０．２

公共事業費関係 51,767 51,787 20 0
非公共予算 6,121 5,980 ▲１４１ ▲２．３

公共事業費関係

国交省関係

平成２８年度公共事業費関係予算の比較　　　　単位：億円

復興特別会計

要求総
数

定員合
理化数

差し引
き

新規増
員数

定員合
理化数

差し引
き

平成２４年度 1,351 1,193 158 783 1242 -459
平成２５年度 1,132 1,193 -61 727 1330 -603
平成２６年度 1,436 1,061 375 694 1,106 -412

平成２７年度 1,498 1,245 253 1,020 1,259 -239
平成２8年度 1,555 1,284 271 1,047 1,289 -242

増員要求 決定
国土交通省の定員要求と決定数の変化


